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ネットワーク層 (Layer 3)

uIP (Internet Protocol)
uIPX (Internetwork Packet eXchange)

– NetWare (by Novell)
uNetBIOS (by IBM)
uDDP (AppleTalk)
などなど



Layer 2 フレーム転送

同一メディア
同一サブネット
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Layer 2

Layer 2 転送装置



メディアの種類
uEthernet

– 10Base5, 10Base2, 10BaseT, 10BaseF
– 100BaseTX, 100BaseFX, 100BaseT4, ...
– 1000BaseSX/LX (ギガビットイーサネット)

uFDDI
uATM
uフレームリレー

uシリアル (PPP)
などなど



Layer 3 パケット転送

異なるサブネット
（異なるメディア）
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Layer 2

Layer 3

Layer 3 転送装置



組み合わせると･･･

Layer 3 転送装置Layer 2 転送装置



Layer 2 転送装置

同一サブネットに属する機器を接続する

uRepeater
uBridge
uHub

– Repeater Hub
– Switching Hub
– (Intelligent Hub)



Layer 3 接続装置

異なるサブネットに属する機器を接続する

uルータ／ゲートウェイ

– 両側の性質の違いを強く意識する場合にゲー
トウェイという語が用いられる

ルータの接続状況は tracert コマンドで確認
できる (Windows 95の場合)



KUINS による接続
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IP アドレス

u計算機を特定するための、世界で一意な
32ビットの番号

0x82364E0A
u1オクテット単位で区切り、10進表記する

130.54.78.10
uWindows 95では、winipcfg コマンドで確認
uWindows NT は、ipconfig コマンド





サブネットマスク

uLayer 2 だけで通信できるかどうかを判定
するためのマスク

uマスクのかかっている部分が一致すれば
Layer 2 だけで通信可能

130.54.78.10 × 255.255.255.0 =
130.54.78.0

(255.255.255.0 = 0xffffff00)



デフォルト・ゲートウェイ

uLayer 2 だけで通信できない場合に Layer 
3 で中継してくれるルータのこと

u tracert したときに最初に表示される



Plug & Play

IP に関する設定を自動的に行うしくみ

uLAN のとき
– DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)

uPPP のとき
– IPCP (Internet Protocol Control Protocol)



IP パケットの概略

バージョン番号

パケット長

寿命(TTL)

始点アドレス

終点アドレス

データ



Layer ごとのカプセル化
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IP パケット

Ethernet フレーム
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